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秋季総体終了！！ 悔いのない試合はできましたか？

去る１０月１９日（金 ・２０日（土 、秋季総体（新人戦）が行われました。１９日はあいにくの雨で、） ）

ソフトテニス部と野球部は次の日に大会が延びました。また、種目によっては、強化練習会として、第４ブ

ロック（湖南市・甲賀市ブロック）で優勝決定戦を行った競技もありました。

さて、１，２年の人、新人戦どうでしたか。悔いのない試合ができたでしょうか？

この大会は、新チームになって初めての公式試合です。公式試合は今後、春と夏の２回あります。これか

ら寒い冬になりますが、是非この冬の間に力を蓄えて、後２回の公式試合でよい成果が発揮できるようにし

て欲しいと思います。

なお、大会成績は次の通りでした。

種 目 第 １ 日 第２日（強化練習会）

陸上競技 入賞者なし

サッカー ○ ２ － ０ 水口 × ０－１ 信楽

× ０ －１０ 甲南 × １－７ 甲西北

野球 【雨天のため順延】 △ ０－０ 水口

○ ７－６ 甲西 プレーオフ ２－４ ３位

テニス女子 【雨天のため順延】

× １－２ 城山

水泳競技 【９月４日実施】

１年 Ｍ．Ｋさん １００ｍ平 ３位

バレーボール ○ ２－０ 土山

× ０－２ 水口

バスケット男子 ○ ３３－３０ 水口 ○ ６１－５４ 甲西北

× ４９－８６ 信楽 ２位

バスケット女子 ○ ５６－１１ 日枝 × ２２－６０ 甲南

× ３８－４９ 甲賀

卓球男子 予選リーグ １勝２敗 ３位

決勝トーナメントへ進めず

個人 ２年 Ｍ．Ｊさん ２位

卓球女子 予選リーグ ２勝４敗 ５位

決勝トーナメントへ進めず

剣道 団体戦 敗退

個人戦 ベスト８ １年 Ａ．Ｙさん

２年 Ｂ．Ｄさん

「滋賀 教育の日」 学校・文化祭へお越しください
１１月７日（水）は文化祭です（石部文化ホールにて）

本校では 「滋賀 教育の日」に関連し、１１月１日（木）～１１月８日（木）までの期間を学校公開日、

に設定しています。また、１１月７日（水）は石部文化ホールにて、文化祭を開催します。

なお、文化祭の日程は、先日文書で案内しましたように午前中は吹奏楽部等の発表、午後からは合唱コン

クールです （ホームページにも日程を掲載しています ）。 。



希望に向かって がんばれ３年生！！

、 。３年生の皆さんが期待と不安の気持ちで初めて石部中学校の坂道を登った日から 早２年半が立ちました

そして今、卒業まで残りわずか約４ヶ月半となりました （卒業式は来年の３月１１日です ）。 。

３年生の皆さんの中には、目前に迫った進路選択に「どうなるのだろう・・・。試験に受かるだろうか・

・・ 」と不安な気持ちで一杯の人も多いかと思います。その不安に歯を食いしばって立ち向かい、がんば。

って勉強している人もいます。また、逆にその不安から逃げようと、肝心の勉強をせずに、勉強以外のこと

に時間を費やしている人もいます。

しかし 「高校受験（進路選択 」は誰にとっても初めての体験であり、誰もが心配したり不安な気持ち、 ）

。 （ 。 。 ）になったりするのです 大切なことは色々な不安 試験に受かるだろうか 力がつくだろうか などの不安

を否定するのではなく ことだと思うの、「今やらなければならないことを、きっちりとやっていく 」。
です。まずは、学校の授業をしっかりと受けることです。そして、家庭では毎日の学習計画を立て、テスト

勉強など、焦らずコツコツとやることが大切なのです 「学問に王道無し」 焦らず、着実に取り組みを続。

けてください。

また、どのような進路を選ぶかは、お家の方と十分に話し合って決めていってほしいと思います。お家の

方も、どうぞ本人の希望や思いをしっかりと受け止めていただき、進路決定に結びつけていただけたらと思

っています。

本校３年生の生徒全員が、希望した進路に進めるよう願っています。

希望に向かって、がんばれ３年生！！。皆さんの力強い取組を期待しています。

（本校ホームページ「生きるヒント」より）五事を正す

「五事を正す」とは、近江国高島郡小川村（現在の滋賀県高島市安曇川町）に生まれた江戸時代前期の儒

学者（日本陽明学派の祖）で、近江聖人と称えられる中江藤樹先生の教えの一つです 「五事」とは、下の。

の「貌(ぼう)、言(げん)、視(し)、聴(ちょう)、思(し)」を言います。これらを「正す」とは、普段の生活

や周りの人々との交わりの中で、身近な「五事」を正すことをいい、人として生きていく上で大切なことを

教えています。

このことが 「誰とでも仲良く親しみ合い、尊敬しあい、認め合う美しい心」を磨くことであると教えら、

れているのです。

中学生の時期は、思春期のまっただ中で、色々なことに思い悩んだり、友人とのトラブル等で心が傷つい

たりします 「もう少し、相手の気持ちが分かっていれば」とか 「もう少し広い心でいたら」などと、悔。 、

やんだりすることもあると思います。

そんなとき、この「五事を正す」をじっくりと味わって、何か一つでもよいので実践してみてください。

きっと、友だちとの関係や心の持ち方が変わり、今悩んでいることが解決していくと思います。

貌（ぼう） 和やかな顔つきをし

言（げん） 思いやりのある言葉で話しかけ

視（し） 澄んだ目で物事を見つめ

聴（ちょう）耳を傾けて人の話を聴き

思（し） 真心こめて相手のことを思う


